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％20 Ober1，（，）　　　　　　　（6言蕎） wo　　　　　　（6語） （．），herbe髄hrte，　These無，
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上以
　下
　　　　　，
um，王苅窪，　ange簸O㎜e鍛e，
S◎簸ne　　　　　　　　　　（14霞吾）
w◎11重en　　　　（1語） Def，w◎h｝，　ich，　Sprit， W主r，Me狼schheit，　Se重bst，
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以％
上以
nicht　　　　　　　　　　　　（5言吾） zu，　der，　Schauspie里e，
gegange録，（．），　e盤tpuppen，
（．），ebe鍛，　Jahτen，um，　Dle，
下 Jahres，　Die，　Spiegelbild，
dieser　　　　　（18語）
3040
％％
（．）　　　　　　　　　　（1言吾） 1里lus呈◎簸，　began無，　als，　das，
以以 des，　Ost，　Erde，£rde，　West，
上下 nach，　die，　Raum　（12語）
4050
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以以
魚　　　　　　（1語） ぬres，　der，　Ze至tspa脇e，
Weltb曲ne，　rev◎1ution激e，
上下 nach，　von，3ewegu韮9（8語）
玉29
5060
％％
以以
上下
dramatischsもen，　sich，
morge疏，400，f◎1genden，
鰍e　　　　　　（6語〉
6070
％％
響
（！）　　　　　　　（1語） ei鍛er，　deぎ　　　　（2語）
7（》80
％％以以L　l・
（．）　　　　　　　（1語） ∫ahごta恥ender　　（1語）
8090
％％以以L　l・’
das，（？）　　　　（2語） das，　heriozent！謹sche（　2言吾）
　ヂ学習の進行」という要因はこうして見るとはっきりと認められる。Autoでは正解をも含め
て誤答率5％以下の語がテキストの総語数の約8割を占める。Falrrstuhlでは誤答率5％以下の
語はテキストの総語数の約5割である。FahrstuhlとAutoとは，先述の基準に照らせば抽象度
の点で後者がやや高度である外はほぼ匹適するテキストである。したがって，この「のび」は学
生がドイツ語に慣れた結果と考えられる。又，文の長さと抽象度にかんしてAutoをはるかに上
廻るGeheimnisにおいて誤答率5％以下の語がほぼ5割に近いことも，学習の進行に伴う「成果」
と見てよかろう。
　このように上の表はf学習の進行」によって色づけられてはいるけれども，書き取りの灘か
しさ」にかんしてなお示唆するものを含んでいる。それは逆に誤答率が高い語である。上の表に
見られるとおり学習の進行に応じて誤答率は抑制される反薦，数は少いながら誤答率の高い語が
存在している。これらは学習の進行によるドイツ語への慣れにもかかわらず聞き取りにくかった
語とみなすべきである。そして，それらが書き取りに際して鵬難を呈していると考えるべきであ
る。それらを誤答率の高い順に書き出してみる。（）内は二種の誤りの回数ならびに誤答率（％）。
　Fahrstuh1．．．短（4127；48．4），　wo翫en（13！3；25．0），　dem（1310；20．0）
　Aut◎。．＿．．．das（◎！73；88．0），　nicht（2120；26．5），　Sprit（1910；22．9），　ich（◎119；22．9），
　　　　　　　Der（2116；21．7），　wohi（歪611；205）
　Gehei1nnis。．．Jahrtausend（2419；78．6），　eiRer（13！15；66．7），　de；（2414；66．7），　morgen
　　　　　　　（◎！25．59，5），sich（1123；57．1），欺re（2310；54．8），　dramatischsteA
　　　　　　　（2120；52．4），weltb薗ae（2110；50．0）
　Geheimnisでは誤答率50％以上のものを，　Falli；stuhlとAutoでは20％以上のものをすべて選
び出した。FahifstUhlではwohinが18．7％でwohlに接近しているが，　wohinは第～種の誤りが
7，第二種の誤1）が5という内訳で，wohlのように第～の誤1）が第二の誤｝）を圧倒している訳
ではない。
　これらの誤｝）には，Geheimnlsのeinerを例外として，誤りの種類がどちらかに強く片寄って
いることが特徴として認められる。つまり学生はこれらの単語をもともと聞き取ることができな
かったか，聞き取ったつもりでも正しくは聞きとっていなかったのである。それらは贔詞別に見
130
るならば，Fahrstuh　1では前置詞と抽象的意味の動詞と冠詞であり，　Autoでは指示代名詞なら
びに人称代名詞，否定の副詞ならびに推論の副詞である。具体的な意味の名詞としてのSpritが
例外である。この俗語は二鳳生にとっては恐らく以前に耳にしたことのないことばであろう。他
はすべて概念的内容に乏しいか皆無の贔詞であり，むしろ関係を示すか話者の心的態度を表わす
品詞である。Geheimnisからの8語も，そのうち5語は冠詞，代名詞，副詞であり，残る3語が
名詞と形容詞である。しかもこれらは3語とも抽象的意味である。
5．以上の観察から次のような推論を樹て，今後の資料調査によってそれを補強したい。それは，
　　1）書き取りのテキストの「難かしさ」に決定力のある品詞は冠詞，代名詞，前置詞，畠ll詞
　　　である。
　　2）問様に決定力があるのは抽象的内容の名詞，動詞、形容詞である。
　ただ，この「難かしさ3は主に聞き取りの園難を意味しているのであって，テキストの内容の
理解についても同じように当てはまるかどうかは別の考察を要する。又，今回の考察では捨象し
てあるが，聞き取りにくさには音声上，音響上あるいは録音上の問題があることは言うまでもな
い。
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